












































習 (選択 :生徒指導)を実施して-｣｢Ⅷ 教
員免許更新講習の取り組み-『教師が学びあう
コミュニティ』の展望-｣の6論文が該当する｡
各論では,調査項目ごとの分析担当者としての
立場を離れて,調査全体から得たものを研究者
としての関心にもとづき表現するという形で,
論文を発表している｡質問紙調査の回答からみ
られる傾向やインタビュー調査で直接伺った話
は,研究においても教職課程運営においても,
これまでの在 り方を見直し,新たな取 り組みを
始める契機となった｡
上記の2報告と6論文は,研究成果を公にす
るものであると同時に,多忙な校務の合間を縫
って,質問紙調査,インタビュー調査にご協力
いただいた卒業生の方々への報告でもある｡
また,この共同研究は,2007年度から3年間,
神奈川大学共同研究奨励助成金という形で本学
からの支援を得て実施できたものであることを
言い添えておく｡
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